
「設計上の想定を超える事象」の評価結果の概要（1/10） 
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大地震 
〔設計想定〕 
第 1 類建屋： 
1.0W×1.3 
第 1 類機器： 
0.2W×2.25 

【UF6機器損傷】 
・UF6 内包機器の転倒損

傷、移動

自然現象 
（起因事象） 

発生が想定される事象の

抽出

影響度 事象進展性の検討（ETA） 

【建屋損傷】 
・内外装材損傷、落下 
・軽度損傷（開口） 
・倒壊 

①臨界管理 
対象機器 

②ウラン収納機器 
③①及び②と関連

性のある機器 
①～③を収納する

建屋及び関連建屋 
 

評価対象 

【UF6漏えい】 
・層間変形角≦1/200 による

内外装材損傷可能性評価 
・保有水平耐力 / 必要保有

水平耐力比による倒壊可能

性評価

【UF6漏えい】（≦大気圧） 
・系内に大気が流入し、大気

と同圧になった後に起きる

拡散漏えい速度を算出し、

影響度を評価 
・ 微小な 欠陥の 場合は 、

UO2F2 の結晶により開口部

が塞がれる

事象評価結果 

大気圧以下機器からの UF6

漏えいによる影響は微小 
〔漏えい速度〕 
1E-6～1E-3g UF6/s 
〔飛散性〕 
95％程度は漏えい箇所周辺

に留まる（事故・実験事例） 

小 

均質槽(中間製品容器)から

約 2500ｋｇ UF6 のウランが

漏えいし、約 12 時間後に自

然収束 

大 

進展防止・影響緩和対策 
（設計想定以上） 

・排風機停止（手動） 
・加熱停止（手動） 
・強制冷却（人的対応） 
・漏えい箇所閉止 
・周辺モニタリング 

【発回均質棟、ウラン貯蔵庫】

・内装材落下による機器損傷

可能性は低い 
・震度6～7 でも倒壊なし 
・均質槽(中間製品容器)から

の UF6 漏えいと建屋損傷

（開口）の重畳による施設外

UF6 放出の可能性（漏えい

量2500kg UF6/12 時間）

【カスケード棟】 
・震度 6～7 で内外装材、柱/
梁に損傷の発生可能性あり

・全カスケードが損傷し、UF6

のインベントリ全量（105ｋｇ 
UF6/運転単位）が放出され

たとしても、周辺公衆の影

響は小 

【中央操作棟】 
・震度 6～7 で内外装材に軽

度な損傷可能性あり 
・ウランの大量取扱機器はな

いため、周辺公衆の影響小

・工場の操作、監視機能喪失

【廃棄物建屋】 
・震度6～7でも内外装材、柱

/梁の損傷可能性小 
・ウランの大量取扱機器はな

いため、周辺公衆の影響小

・排風機停止（手動） 
・加熱停止（手動） 
・強制冷却（人的対応） 
・漏えい箇所閉止 
・建屋閉じ込め（開口閉止） 
・周辺モニタリング 

大 

・現場確認(人的対応) 
・緊急対策室、現場指揮所

等からの指揮 
・周辺モニタリング 

小 

小 

小 

【UF6漏えい】（＞大気圧） 
・漏えい速度、漏えい量評価 
・許容応力 / 発生応力比をも

とに、地震力に応じた耐力

による事象進展性評価

【臨界】 
・UF6 機器が転倒、移動し、

接触による臨界可能性評価 

既往設計にて確認している

機器移動時の落下、接触の

臨界計算の結果より、臨界の

発生可能性はない

【臨界】 
・UF6 機器が損傷し、湿分を

含んだ大気流入による臨界

可能性評価

既往設計にて確認している

大 気 流 入 時 の 減 速 度

(H/U235)計算の結果より、

臨界の発生可能性はない

【その他の建屋】 
・非常用DG のある補助建屋

は、第１類建屋の 2.3 倍の

耐力 
・非常用DG ケーブルのある

補助建屋とウラン濃縮工場

をつなぐ中空の渡り廊下

は、第１類建屋の 1.2 倍の

耐力 
・相対的な耐力からは、非常

用DG のケーブル切断によ

り電源が喪失し、排気用モ

ニタ等が機能停止

【臨界】 
・UF6機器損傷（故障停止）に

よる臨界可能性評価 

未臨界維持のために機能維

持が必要な機器はないた

め、故障停止による臨界の

発生可能性はない

・周辺モニタリング 

添付－1－1 

（注）進展防止・影響緩和対策欄の点線枠

については、ストレステスト対象外だが、異

常事象収束のために行う措置等を示す。 
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「設計上の想定を超える事象」の評価結果の概要（2/10） 

 
 
 
 

自然現象 
（起因事象） 

発生が想定される事象の

抽出

影響度 事象進展性の検討（ETA） 評価対象 事象評価結果 進展防止・影響緩和対策 
（設計想定以上） 
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【相互影響機器損傷】 
・転倒、落下可能性 
→汎用設計機器は、UF6

機器よりも小さな地震力

により転倒等の可能性

あり 
→既存の設計にて相互影

響評価済みの機器も、

設計想定を超える地震

力により転倒可能性あり

と想定

【UF6漏えい】（≦大気圧） 
・系内に大気が流入し、大気

と同圧になった後に起きる

拡散漏えい速度を算出し、

影響度を評価 
・ 微小な 欠陥の 場合は 、

UO2F2 の結晶により開口部

が塞がれる

【UF6漏えい】（＞大気圧） 
・離隔距離、機器配置状況に

より、事象進展性（UF6 機器

への影響）を評価

【UF6漏えい】（≦大気圧） 
・UF6 機器の大規模損傷へ

至る事象の進展性（UF6 機

器への影響）評価

大気圧以下機器からの UF6

漏えいによる影響は微小 
〔漏えい速度〕 
1E-6～1E-3g UF6/s 
〔飛散性〕 
95％程度は漏えい箇所周辺

に留まる（事故・実験事例） 

周辺機器等との離隔距離、

機器配置状況から、均質槽

(中間製品容器）への波及的

損傷は考えられない

天井走行クレーン落下時の

貯蔵 UF6 シリンダ類損傷に

よる影響は小 
〔損傷程度〕 
強度解析の結果等より、重量

物の落下により変形は生じて

も、大破は発生しない 
〔飛散性〕 
95％程度は漏えい箇所周辺

に留まる（事故・実験事例）

【臨界】 
・ユーティリティ（水系）機器

の損傷・室内漏水により、

UF6 機器が水没することに

よる臨界可能性評価

・汎用設計のユーティリティ

（水系）機器は UF6機器より

も小さな地震力で損傷する

こと及び熱水入出口弁の

FC 動作により熱水供給が

停止することから、均質槽

内への漏水が継続すること

はないため、臨界の発生可

能性は低い

大地震 
〔設計想定〕 
第 1 類建屋： 

①臨界管理 
対象機器 

②ウラン収納機器 
③①及び②と関連

性のある機器 
①～③を収納する

建屋及び関連建屋 
 

【臨界】（≦大気圧） 
UF6 圧力が大気圧を超えな

い槽内の子台車の脱落によ

り、熱交換器が損傷して槽内

に漏水し、UF6 シリンダ類へ

水が浸入することによる臨界

可能性評価

【臨界】（＞大気圧） 
UF6 圧力が大気圧を超える

耐圧気密性を有する均質槽

内の熱交換器からの漏水と

中間製品容器（大気圧超過）

からの UF6 漏えいの重畳に

よる臨界可能性評価

【臨界】 
・ユーティリティ（水系）機器

の損傷・室内漏水と UF6 機

器の損傷・室内 UF6漏洩の

重畳による臨界可能性評価 

小 

小 

・加熱停止/強制冷却（人的

対応） 
・漏えい箇所閉止 
・熱水系停止（手動） 

熱交換器とシリンダ類の位置

関係からシリンダに水がか

かることはなく、槽には水密

性がないことから、槽内に漏

水が溜まることもないため、

漏水がシリンダ類へ浸入して

臨界となる可能性はない

・UF6 漏えい箇所閉止、養

生（人的対応）

・汎用設計のユーティリティ

（水系）機器は UF6機器より

も小さな地震力で損傷する

ため、管理区域内への水供

給は停止し、室内漏水が継

続することはない 
・均質槽（中間製品容器）から

漏れ出たUF6は、速やかに

蒸発・昇華することから、漏

水と UF6 の特定箇所（床面

等）への大量集積は起こり

難く、臨界の発生可能性は

低い

・UF6漏えい箇所閉止 
・ユーティリティ(水系)停止

（手動）

既往設計の外部水密度をパ

ラメータにした臨界計算の結

果より、UF6 機器が水没して

も臨界の発生可能性はない 

1.0W×1.3 
第 1 類機器： 
0.2W×2.25 
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「設計上の想定を超える事象」の評価結果の概要（3/10） 

 
 
 
 

自然現象 
（起因事象） 

発生が想定される事象の

抽出

影響度 事象進展性の検討（ETA） 評価対象 事象評価結果 進展防止・影響緩和対策 
（設計想定以上） 
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〔管理区域内火災〕 
・初期消火 
・必要に応じて換気停止

（手動）

・必要に応じて換気停止

（手動）

〔管理区域内火災〕 
・初期消火 

【全交流電源喪失】 
・商用電源喪失 
→商用電源の喪失はあり

と想定 
・非常用DG 喪失 
→DG 本体、補機、ケーブ

ル等の耐震性評価 
許容応力 / 発生応力

（耐性評価） 
・無停電 / 直流電源喪失 
→許容応力 / 発生応力

（耐性評価）

【火災】 
・想定火災 
→工場内にて多量の可燃

性物質、爆発性物質の

取扱いはないため、大

規模火災、延焼、燃焼が

継続するような火災の

発生可能性はない 
→原野、近隣施設・設備の

火災の発生可能性はあ

りと想定 
・ケーブル / 盤火災 
→地絡、短絡の発生によ

る火災の発生可能性あ

りと想定 
・機械油等火災 
→種火がないため、発生

可能性は小さいが、ケ

ーブル火災等による誘

発を想定 
・有機溶媒等火災 
→分析設備で使用してい

る少量の有機溶媒等の

火災は発生可能性あり

と想定 

【UF6漏えい】 
火災による熱により、UF6 が

液化膨張し、シリンダ等の破

裂事故に至る可能性評価 

大地震 
〔設計想定〕 
第 1 類建屋： 
1.0W×1.3 

①臨界管理 
対象機器 

②ウラン収納機器 
③①及び②と関連

性のある機器 
①～③を収納する

建屋及び関連建屋 
 

【UF6漏えい】 
機器設置状況、離隔距離に

より、事象進展性（UF6 機

器、排気系への影響等）を評

価 

機器は主に難燃性・不燃性

材料を使用しているととも

に、想定火元からの離隔距

離により、UF6 機器、排気系

（HEPA フィルタ等）等への

影響はない

・想定火元からの離隔距離及

び燃焼源が限られるため、

UF6の液化膨張破裂を誘発

する可能性はない 
・機械油の燃焼熱量が全て

UF6 に入熱しても、UF6 膨

張体積は容器の容積未満

【UF6漏えい】 
許容応力 / 発生応力比をも

とに、非常用 DG、無停電電

源装置、直流電源設備の地

震力に応じた耐力による事

象の進展性評価 
・UF6 の大量漏えいに至る

可能性がある均質槽との関

連を評価 
・電源を喪失した場合のプラ

ント挙動を評価 

【臨界】 
電源喪失による臨界発生可

能性評価 

【臨界】 
火災起因の機器損傷による

臨界発生可能性評価 

未臨界維持のために機能維

持が必要な機器はないた

め、火災により機器が損傷し

ても臨界の発生はない

・商用電源の喪失により、遠

心分離機は自然降速し（所

要の強度設計により、遠心

機は降速途中の回転体破

損によっても閉じ込め性を

維持）、槽類のガス移送・加

熱は停止するとともに、FC
弁の作動によりUF6は系内

閉じ込めとなることから、

UF6漏えいの可能性はない

・FC 弁は複数あるため、全

ての FC 弁不作動は想定し

難いが、仮に全て作動に失

敗し、系内へ大気が流入し

て同圧になっても、電源喪

失により加熱停止した機器

からの UF6 漏えい（拡散漏

えい）による影響は微小 
〔漏えい速度〕 
1E-6～1E-3g UF6/s 
〔飛散性〕 
重力沈降により大半の UF6

は系内に留まる（事故・実験

事例） 

未臨界維持のために機能維

持が必要な機器はないた

め、全交流電源喪失による臨

界の発生可能性はない

・現場確認(人的対応) 
・FC 弁等強制操作（手動） 
・周辺モニタリング 

小 

【原野・他施設火災の類焼】 
本施設の立地状況をもとに、

敷地内外の原野、当社他施

設、国家石油備蓄基地で発

生した火災の類焼可能性評

価 

他施設からは 1km 以上及び

国家石油備蓄基地からは約

4km の距離にあり、工場の

周囲は幅約15mの道路で囲

まれているため、原野や他

施設の火災により延焼する

おそれはない

第 1 類機器： 
0.2W×2.25 
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「設計上の想定を超える事象」の評価結果の概要（4/10） 
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大地震 
〔設計想定〕 
第 1 類建屋： 
1.0W×1.3 
第 1 類機器： 
0.2W×2.25 

自然現象 
（起因事象） 

発生が想定される事象の

抽出

影響度 事象進展性の検討（ETA） 評価対象 事象評価結果 進展防止・影響緩和対策 
（設計想定以上） 

①臨界管理 
対象機器 

②ウラン収納機器 
③①及び②と関連

性のある機器 
①～③を収納する

建屋及び関連建屋 
 

【臨界】 
計測制御機能異常による臨

界発生可能性評価 

制御異常（弁固着等の計装

以外の異常を含む）による核

的制限値の超過が考えられ

るのは、濃縮度異常のみで

あるが、カスケードの濃縮度

上昇、臨界量到達には時間

的裕度が十分あり、汎用設計

の高周波電源設備、遠心分

離機の故障停止により、濃縮

度異常は起き得ないため、

臨界の発生可能性はない

・現場確認(人的対応) 
・強制停止操作（手動） 

未臨界維持のために機能維

持（崩壊熱除去等）が必要な

機器はなく、計装機能喪失に

よる臨界発生可能性はない

【計測制御機能異常】 
・計測制御設備（伝送ライ

ン、シーケンサ、コントロ

ーラ等）機能喪失 
→汎用設計の計測制御設

備（盤、ケーブル、計測

器）は、UF6 機器よりも

小さな地震力により転倒

等の可能性あり 
・計装電源喪失 
→全交流電源喪失の評価

に包含される 
・計装空気喪失 
→全交流電源喪失の評価

に包含される

・伝送ライン停止の場合、ス

テーション単位の制御とな

り、中央制御室における監

視・操作が不可能 
・シーケンサ停止の場合、ル

ープ制御は継続するが、運

転停止、弁開閉等の監視・

操作が不可能 
・コントローラ停止の場合、運

転停止、弁開閉等の監視・

操作は可能だが、ループ制

御（温度、圧力等の制御）が

不可能 

【UF6漏えい】 
計測制御設備（伝送ライン、

シーケンサ、コントローラ等）

機能喪失による影響を評価 

・現場確認(人的対応) 
・強制停止操作（手動） 
・周辺モニタリング 
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「設計上の想定を超える事象」の評価結果の概要（5/10） 

 
 
 
 

自然現象 
（起因事象） 

発生が想定される事象の

抽出

影響度 事象進展性の検討（ETA） 評価対象 事象評価結果 進展防止・影響緩和対策 
（設計想定以上） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

添付－２０ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

添付－１５ 
 
 
 
 
 
 
 

添付－１４ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・施設の立地状況から津波に

よる影響は考慮不要と考え

られるが、仮に津波による

影響を想定したとしても、海

岸線からの距離が十分ある

ため、津波の波力により建

屋や室内の UF6 内包機器

が損傷することはない 
・近隣河川は標高 20m 以下

の位置にあり、洪水による

影響は考慮不要と考えられ

るが、仮に洪水による影響

を想定したとしても、河川は

崖下を海岸線の裾野に向か

い流れており、流水の圧力

により建屋や室内のUF6内

包機器が損傷することはな

い

【建屋/ UF6機器損傷】 
浸水の発生可能性はない

が、以下の事象を想定し影

響を検討 
・建屋損傷、UF6 内包機器

の転倒損傷、移動 
・浸水による機器故障（動

力電源/計装機能喪失を

含む）

【UF6漏えい】 
施設の立地状況をもとに、浸

水の物理的力による建屋、

機器の損傷可能性評価 

【臨界】 
・UF6 機器が転倒、移動し、

接触による臨界可能性評価 

・【UF6 漏えい】のとおり、機

器転倒等の可能性はない 
・仮に転倒等が起きた場合で

も、大地震の場合と同じく、

機器移動時の落下、接触の

臨界計算の結果より、臨界

の発生可能性はない

【臨界】 
・室内が浸水し、UF6 機器の

水没による臨界可能性評価 

機器が水没するような水害

発生は想定し難いが、仮に

室内が浸水し UF6 機器が水

没しても、大地震の場合と同

じく、外部水密度をパラメータ

にした臨界計算の結果より、

臨界の発生可能性はない

【臨界】 
・UF6 機器が損傷し、湿分を

含んだ大気流入による臨界

可能性評価

・【UF6 漏えい】のとおり、機

器損傷の可能性はない 
・仮に機器損傷が起きた場合

でも、大地震の場合と同じ

く、大気流入時の減速度

(H/U235)計算の結果より、

臨界の発生可能性はない

【臨界】 
・機器内への水の浸入よる臨

界可能性評価

添付－８ 

・UF6 シリンダの海上輸送事

故事例（シリンダが 15m の

海底に水没したが、シリン

ダは健全性維持）等から、

シリンダへの水浸入による

臨界の可能性はない 
・仮に機器内へ水が浸入して

も、実験事例よりUF6固層へ

の水浸透は遅く、UF6固層表

面に UO2F2層が形成された

臨界計算の結果より、臨界の

発生可能性はない

【UF6漏えい】 
浸水機器の故障停止による

UF6漏えい発生可能性評価 

・遠心分離機は自然降速する

が、所要の強度設計によ

り、降速途中に回転体が破

損しても閉じ込め性を維持 
・槽類のガス移送・加熱は停

止し、UF6 は固化して系内

に滞留 
・FC 弁故障による UF6 漏え

い（拡散漏えい）の影響は、

大地震の場合と同じく微小 
〔漏えい速度〕 
1E-6～1E-3g UF6/s 
〔飛散性〕 
重力沈降により大半の UF6

は系内に留まる（事故・実験

事例）

【臨界】 
浸水機器の故障停止による

臨界発生可能性評価

大地震の場合と同じく、未臨

界維持のために機能維持が

必要な機器はないため、機

器の故障停止による臨界の

発生可能性はない

・浸水可能性が想定された

場合には、直ちにプラント

停止/電源断操作 
・扉、シャッター周りに土嚢

設置 
・室内滞留水の移動式仮

設ポンプ等による排水

（人的対応）

・浸水可能性が想定された

場合には、直ちにプラント

停止/電源断操作 
・扉、シャッター周りに土嚢

設置 
・室内滞留水の移動式仮

設ポンプ等による排水

（人的対応）

③①及び②と関連

性のある機器 
①～③を収納する

建屋及び関連建屋 
 

①臨界管理 
対象機器 

②ウラン収納機器 

・洪水：近隣河川は

標高20m 以下 

以下の立地状況か

ら浸水による影響

はない 
・津波：標高 36m、

海岸からの距離約

3km に立地 

津波の遡上、高潮、

近隣河川の氾濫、

集中豪雨による洪

水 
〔設計想定〕 
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「設計上の想定を超える事象」の評価結果の概要（6/10） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

添付－１８ 
 
 
 
 
 
 
 
 

添付－１８ 
 
 
 
 
 
 

津波の遡上、高潮、

近隣河川の氾濫、

集中豪雨による洪

水 
〔設計想定〕 
以下の立地状況か

ら浸水による影響

はない 
・津波/高潮：標高

36m、海岸からの

距離約 3km の地

点に立地 
・洪水：近隣河川は

標高20m 以下 

自然現象 
（起因事象） 

発生が想定される事象の

抽出

【火災】 
浸水の発生可能性はない

が、以下の事象を想定し影

響を検討 
・ケーブル / 盤火災 
→浸水による短絡により火

災の発生可能性ありと

想定 
・機械油等火災 
→種火がないため、発生

可能性は考えられない

が、ケーブル火災等に

より誘発を想定 

【UF6漏えい】 
火災による熱により、UF6 が

液化膨張し、シリンダ等の破

裂事故に至る可能性評価 

【UF6漏えい】 
機器設置状況、離隔距離に

より、事象進展性（UF6 機

器、排気系への影響等）を評

価 

大地震の場合と同じく、機器

は主に難燃性・不燃性材料を

使用しているとともに、想定

火元からの離隔距離により、

UF6 機器、排気系（HEPA フ

ィルタ等）等への影響はない

・大地震の場合と同じく、想定

火元からの離隔距離及び燃

焼源が限られるため、UF6

の液化膨張破裂を誘発する

可能性はない 
・機械油の燃焼熱量が全て

UF6 に入熱しても、UF6 膨

張体積は容器の容積未満

【臨界】 
火災起因の機器損傷による

臨界発生可能性評価 

大地震の場合と同じく、未臨

界維持のために機能維持が

必要な機器はないため、火

災により機器が損傷しても臨

界の発生はない

〔管理区域内火災〕 
・初期消火 
・必要に応じて換気停止

（手動）

〔管理区域内火災〕 
・初期消火 
・必要に応じて換気停止

（手動）③①及び②と関連

性のある機器 
①～③を収納する

建屋及び関連建屋 
 

①臨界管理 
対象機器 

②ウラン収納機器 

評価対象 進展防止・影響緩和対策 
（設計想定以上） 

影響度 事象進展性の検討（ETA） 事象評価結果 
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「設計上の想定を超える事象」の評価結果の概要（7/10） 

 
 
 
 

自然現象 
（起因事象） 

発生が想定される事象の

抽出

評価対象 進展防止・影響緩和対策 
（設計想定以上） 

影響度 事象進展性の検討（ETA） 事象評価結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

添付－８ 

仮に UF6 シリンダ等に水が

浸入したとしても、実験事例よ

り UF6 固層への水浸透は遅

く、UF6 固層表面に UO2F2層

が形成された臨界計算の結果

より、臨界の発生可能性はな

い

・室内滞留水の移動式仮

設ポンプ等による排水

（人的対応） 
・UF6 機器損傷の場合は、

漏えい箇所閉止/養生 

・扉、シャッター周りに土嚢

設置 

・浸水可能性が想定された

場合には、直ちにプラント

停止/電源断操作（地震後

もUF6機器運転継続中の

場合は手動停止） 

津波の遡上、高潮、

近隣河川の氾濫、

集中豪雨による洪

水 
〔設計想定〕 
以下の立地状況か

ら浸水による影響

はない 
・津波/高潮：標高

36m、海岸からの

距離約3km 
・洪水：近隣河川は

標高20m 以下 

大地震 
〔設計想定〕 
第 1 類建屋： 
1.0W×1.3 
第 1 類機器： 
0.2W×2.25 

①臨界管理 
対象機器 

②ウラン収納機器 
③①及び②と関連

性のある機器 
①～③を収納する

建屋及び関連建屋 
 
 

【臨界】 
・UF6 シリンダ等への雨水の

浸入による臨界可能性評価 

【UF6 機器損傷、建屋損傷

による雨水浸入の重畳】 
・地震により UF6機器が損

傷し、建屋に生じた損傷

部（開口部）からの雨水の

浸入 
地震・浸水の個別の影

響は、個々の事象評価

のとおり
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「設計上の想定を超える事象」の評価結果の概要（8/10） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

添付－３ 
 
 
 
 
 
 

添付－３ 
 
 
 
 
 
 

添付－３ 
 
 
 
 
 
 
 
 

添付－３ 
 
 
 
 
 
 

添付－３ 

自然現象 
（起因事象） 

発生が想定される事象の

抽出

影響度 事象進展性の検討（ETA） 評価対象 事象評価結果 進展防止・影響緩和対策 
（設計想定以上） 

火山（火山灰、火山

礫、火砕流、溶岩流

等） 
〔設計想定〕 
・火山の影響に対

する設計考慮なし 

①臨界管理 
対象機器 

②ウラン収納機器 
③①及び②と関連

性のある機器 
①～③を収納する

建屋及び関連建屋 
 
 

【火山灰等による機器故障】

・火山灰等の飛来による機

器故障の発生可能性は

ありと想定

【UF6漏えい】 
・火山灰の堆積等による機器

故障により、UF6 漏えいへ

至る可能性評価

・HEPA フィルタ目詰まり、送

排風機の故障により建屋換

気が不可能となることが考

えられるが、UF6 は密封系

で取り扱っており、影響なし

・非常用 DG（給気系）が起動

不可能となる可能性が考え

られるが、崩壊熱除去等の

機能維持が必要な機器はな

いため、影響なし 
・敷地内排水路への火山灰

堆積により、排水路が堰き

止められ、豪雨等が発生し

た場合には、工場が浸水す

る可能性が考えられるが、

建屋の立地状況及び排水

路の経路から考えて、雨水

が滞留することなく、浸水可

能性はない

・故障系統の停止（手動） 
・火山灰等の除去

他の自然現象との

重畳は、地震・津波

に包含される 

【火山弾等の火山噴出物

による建屋損傷】 
・六ヶ所村周辺に火山弾等

の影響が及ぶ火山はな

い（青森県火山：岩木山、

むつ燧岳、恐山、十和

田、八甲田）

【火山灰等の堆積による建

屋荷重の増加】 
・設計想定以上の積載荷

重による建屋、機器の損

傷可能性はありと想定

【UF6漏えい】 
・建屋設計荷重（保有水平耐

力 / 必要保有水平耐力比）

により損傷可能性評価 

・火山灰等の堆積による建屋

耐力（積載荷重）の評価は、

大地震の場合の保有水平

耐力比の評価に包含される

・火山灰等除去(人的対応) 

【新火口の形成】 
・敷地は火山活動域から外

れていることから、新火

口が形成される可能性は

極めて小さい

未臨界維持のために機能維

持が必要な機器はないた

め、火山灰の堆積等により機

器故障等が発生しても、臨界

の発生はない

【臨界】 
火山灰の堆積等による機器

事象により、臨界の発生へと

至る可能性評価 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

添付－４ 

地すべり、陥没 
〔設計想定〕 
・土砂災害に対する

設計考慮なし 
他の自然現象との

重畳は、地震・津波

に包含される 

①臨界管理 
対象機器 

②ウラン収納機器 
③①及び②と関連

性のある機器 
①～③を収納する

建屋及び関連建屋 
 

【建屋・機器損傷】 
・本施設は標高約 36m の

丘陵地帯で造成され、敷

地北側の老部川は標高

20～5m の谷間にあり、

敷地南西側の二又川は

標高 5～1m の低地を流

れていること、及び工場

周辺に土砂災害警戒地区

等の指定区域はなく、傾

斜地の崩壊、土石流、地

すべり等によって建屋、

機器が損傷する可能性

はない

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

落雷 
〔設計想定〕 
・建築基準法等に基

づく避雷設備の設

置、設備・機器の

接地 

①臨界管理 
対象機器 

②ウラン収納機器 
③①及び②と関連

性のある機器 
①～③を収納する

建屋及び関連建屋 
 

・建築基準法等に基づき避

雷設備や設備・機器の接

地を行っており、落雷に

よる影響はない 

・仮に落雷により計測制御

設備等に異常が発生した

としても、崩壊熱除去等

のために常時機能を維持

しなければならない設

備・機器はないことから影

響はない

【建屋・機器損傷】 

他の自然現象との

重畳は、地震・津波

に包含される 
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「設計上の想定を超える事象」の評価結果の概要（9/10） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

添付－５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

添付－５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

添付－５、２０ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

添付－６、１１ 

①臨界管理 
対象機器 

②ウラン収納機器 
③①及び②と関連

性のある機器 
①～③を収納する

建屋及び関連建屋 
 
 

【機器故障】 
・異常寒波による水系配管

凍結 
→最新の統計記録：冬期

最低気温－22.4℃(むつ）

他の自然現象との

重畳は、地震・津波

に包含される 

大地震の場合に同じ 
・伝送ライン停止の場合、ス

テーション単位の制御とな

り、中央制御室における監

視・操作が不可能 
・シーケンサ停止の場合、ル

ープ制御は継続するが、運

転停止、弁開閉等の監視・

操作が不可能 
・コントローラ停止の場合、運

転停止、弁開閉等の監視・

操作は可能だが、ループ制

御（温度、圧力等の制御）が

不可能

【UF6漏えい】 
水系配管の凍結により UF6

漏えいに至る可能性評価

・現場確認(人的対応) 
・強制停止操作（手動） 
・周辺モニタリング 

【UF6漏えい】 
計測制御設備（伝送ライン、

シーケンサ、コントローラ等）

機能喪失による影響を評価 

・機器冷却水の供給停止によ

って運転停止となり、生産活

動に支障は出るが、機能維

持（崩壊熱除去等）が必要

な機器はなく、安全上の影

響はない

【臨界】 
計測制御機能異常による臨

界発生可能性評価 

制御異常による核的制限値

の超過が考えられるのは、

濃縮度異常のみであるが、

大地震の場合と同じく、カス

ケードの濃縮度上昇、臨界量

到達には時間的裕度が十分

あり、汎用設計の高周波電源

設備、遠心分離機の計装系

停止等により、濃縮度異常は

起き得ないため、臨界の発

生可能性はない

・現場確認(人的対応) 
・強制停止操作（手動） 
・周辺モニタリング 

大地震の場合と同じく、未臨

界維持のために機能維持

（崩壊熱除去等）が必要な機

器はなく、計装機能喪失によ

る臨界発生可能性はない

自然現象 
（起因事象） 

発生が想定される事象の

抽出

影響度 事象進展性の検討（ETA） 評価対象 事象評価結果 進展防止・影響緩和対策 
（設計想定以上） 

【臨界】 
水系配管の凍結による臨界

発生可能性評価 

未臨界維持のために機能維

持（崩壊熱除去等）が必要な

機器はなく、水系配管凍結に

よる臨界発生可能性はない

【機器故障】 
・異常熱波による計測制御

設備等の故障 
→最新の統計記録：夏期

最高気温37℃（八戸）

・工場内では可燃性物質、爆

発性物質を取扱っておら

ず、工場外の可燃性物質の

取扱い施設（重油・軽油タン

ク等）は、消防法等に基づき

設置していることから、建屋

等に波及する大規模火災の

発生可能性はない 
・建屋は耐火構造、準耐火構

造であるため、容易に延

焼、崩壊することはない 
・屋外消火栓、防火水槽使用

不能時は、水処理建屋ピッ

ト水を利用可能

【火災】 
屋外消火栓の凍結による火

災発生時の消火活動への影

響評価

・除排雪(人的対応) 

・周辺地域の最深積雪は

170cm（むつ）、190cm（六

ヶ所）であり、設計基準（最

深積雪 190cm）を超える可

能性は小さい

・建屋耐力（積雪荷重）の評

価は、大地震の場合の保有

水平耐力比の評価に包含さ

れる 

①臨界管理 
対象機器 

②ウラン収納機器 
③①及び②と関連

性のある機器 
①～③を収納する

建屋及び関連建屋 
 

【過大積雪荷重】 
・設計想定以上の積雪荷

重による建屋、機器の損

傷可能性はありと想定

他の自然現象との

重畳は、地震・津波

に包含される 

【UF6漏えい】 豪雪 
〔設計想定〕 
・最深積雪190cm 

異常寒波・熱波 

・ 夏 期 最 高 気 温

33.9℃、冬期最低

気温－14.6℃ 

〔設計想定〕 
・平均気温9℃ 

・建屋設計荷重（保有水平耐

力 / 必要保有水平耐力比）

により損傷可能性評価
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周辺公衆へ影響する放射線被ばくを発生させるイベント 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                    A 

 
  B 
 
 
 
 
 
                                    B            
   A 
 
 
 
 
 
 
 
                                           
 
 
 
 
 
 
 
 
（注）点線は、上位（後続）のイベントへ至る可能性がないことを表す。 
   （周辺公衆への被ばく影響へ至る実線部がストレステスト対象） 
 

図１ 大地震により周辺公衆へ影響する放射線被ばくを発生させるイベント 

ユーティリテ

ィ（水系）機器

損傷・漏水 

臨界（UF6と漏

水・大気接触、

機器接触） 

大 地 震

UF6内包機器

損傷、転倒接

触

付帯機器損

傷、周辺機器

転倒・落下

建屋構造材

（コンクリート

片等）落下 

火  災 
（ケーブル、

盤、機器） 

電源（全交流

電 源 ） 、 計

装、計空喪失

電気・計装、

計空系機器

転倒・損傷

UF6 が 建 屋

内に漏えい 
建屋に損傷

（開口）発生 

周辺公衆へ

放射線被ばく

の影響発生

隔離弁（ FC
弁）不作動 

UF6の系内閉

じ込め失敗 
(排気系放出)

添付－1－2

 1



周辺公衆へ影響する放射線被ばくを発生させるイベント 

 2

 周辺公衆へ

放射線被ばく

の影響発生

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                               
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                           
 
 
 
 
 
 
 
 

UF UF臨界（機器水

没又はUF

（注）点線は、上位（後続）のイベントへ至る可能性がないことを表す。 
   （周辺公衆への被ばく影響へ至る実線部がストレステスト対象） 
 

図２ 浸水により周辺公衆へ影響する放射線被ばくを発生させるイベント 

津波の遡上、近隣河川の氾濫、集中豪雨による洪水

UF6内包機器

損傷（バウン

ダリ喪失）

UF6内包機器

の水没、浸水 
漏電火災 

（ケーブル、

盤、機器）

電源（全交流

電 源 ） 、 計

装、計空喪失

電気・計装、

計空系機器

機能喪失 

6が建屋内

に漏えい 
6の系内閉

じ込め失敗 6と

水の接触） (排気系放出) 

隔離弁（ FC
弁）不作動 
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